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草寺本は、裾や衣の先や顔の部分には白色顔料が多く使われ、月を感じさせるハイライトの効果を巧み
に表している。また、上空から水面に向けて月光が降り注ぐ表現を、上から下に向けて明るくなるグラ
デーションも用いており、月を描かずして見事に降り注ぐ月光の微妙な表現を巧みに感じ取り表現に至
った。その他の細部においても、非常に緻密な表現の復元にも一つずつ丁寧に再現していく事により密
度の高い表現に繋がった。特に月を描かずに水面に月の気配を感じさせる表現に成功したのは見事で、
復元しなければ分からなかった真の水月観音像の美しさを醸し出している。若干ペース配分を間違え最
後に慌ただしい時間を過ごす結果になったが、これらを解明できたのも困難を乗り切って復元模写に挑
戦し、諦めずに完成させた努力は大いに評価できる。最初に困難と思われていた復元研究を完成させる
事ができたことの意義は大きく、浅草寺本の他にはない特異性の中の魅力の一端を解明することができ、
今後の高麗仏画研究の指標になるものと考える。 
 
